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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　対象溶液で満たされた試験部と、

　前記試験部の下部に流入管を介して接続され、該流入管を通して該試験部内を加圧する

加圧手段と、

　前記試験部の上部に一端が接続され、他端にバルブが設けられた流出管と、

　所定の冷媒で満たされ、前記試験部が漬けられた水槽部と、

　前記水槽部内に設置され、該水槽部内の所定の冷媒を冷却することにより前記試験部内

の対象溶液を冷却する熱交換手段とを備えた氷スラリー製造装置であって、

　前記バルブを閉とした後の前記加圧手段による加圧により前記試験部内を所定の加圧状

態に維持し、前記熱交換手段による前記水槽部内の冷却により前記試験部内の対象溶液が

常圧における凝固点以下の温度で且つ該所定の加圧状態における凝固点以上の温度に保持

した後、前記バルブを開として前記流出管から対象溶液を流出させ該試験部内を常圧へ減

圧することにより、該試験部内の対象溶液を凝固させて氷スラリーを製造することを特徴

とする氷スラリー製造装置。

【請求項２】

　請求項１記載の氷スラリー製造装置において、前記バルブから排出管を通って流出され

る対象溶液を貯留する貯留槽をさらに備え、

　前記バルブを閉とした後の前記加圧手段による加圧の前に、該バルブを開として該加圧

手段により前記試験部内を加圧することにより、該試験部内及び前記流出管内に存在し得
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